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蘇原地域では、そはら水と環境を守る会（以下「守る会」）が中心となり多面的機能支払交付金（農地

維持支払・資源向上支払）の活動をしています。

農地や水は地域に住む人の大切な財産です。近年、過疎化や少子高齢化等の進行に伴う集落機能の維

持低下により、農村・自然環境を守っていくことが難しくなっています。

このため、守る会の構成団体である自治協議会、自治会、営農組合、福寿会等が、農業施設の点検・

機能診断、農地や水路、農道、水利河川の草刈り、水路等の泥上げ清掃作業、維持補修、川の生き物調

査など、さまざまな農地維持、環境保全活動を行ってています。

また、資源向上支払（長寿命化）では、農業施設の長寿命化を図ることを目的として、農道の舗装や

水路の破損部分、老朽化部分の修繕、施設の更新に取り組んでいます。

･･･ 活動対象範囲 ・・・

○蘇原地区内の農用地・農道・水路・
パイプライン・ ため池の農業施設

○農業水利となっている赤川及びその支流

・・・ 活動対象事業 ・・・

○農用地・農道・水路など農業施設に関する点検・維持補修等
○農道・水路等の施設の長寿命化を図るための老朽部分、破
損部分の修繕・更新等

○自治会による農業施設等の環境美化作業
○各種団体による清掃・草刈り・花壇の花植活動
○環境に関する教育や啓発、農村文化の継承を通じた農村コ
ミュニティの強化

実践活動 （維持）

（獣害防止柵の草刈り）（農道の草刈り）

農用地・水路・農道・ため池（点検、機能診断、計画策定等）

（頭首工付近の草刈り）

農道点検・機能診断ため池点検・機能診断

役員会（計画策定）

給水バルブの点検・機能診断

水路の点検・機能診断農用地の点検



７．草刈作業者への合図

　・ 騒音が大きいので、作業者に声をかける際には、笛や鏡を用いて遠くから合図しましょう。

草刈機の使用時は下記に留意の上、安全に作業しましょう。

　・ 複数人で作業を行う場合は、間隔を大きくとり、接触事故を防止しましょう。

６．休憩の確保
　・ 振動等で予想以上に疲労がたまるので、時間を区切ってこまめに休憩を入れましょう。

　・ 刈刃が障害物や地面に当たって起きるキックバックには十分注意しましょう。
　・ 作業場所は事前に確認し、不安定な場所や転倒の恐れがある急斜面等では無理な作業を しないように
　　しましょう。

５．作業間隔の確保

　４．草刈機の安全な使用

　・ こまめに水分補給をしましょう。

　１．防護の徹底
　・ ヘルメットや防護メガネ、手袋、長靴（または安全靴）などを着用しましょう。

　２．障害物の除去等
　・ 事前に、草刈り範囲の空き缶や石、木片などを取り除いておきましょう。
　・ 刈刃に石等が当たって飛び散り窓ガラスが割れる恐れがあるので、自動車は作業場所から離れた場所
　　に停車しましょう。

　・ 刈刃に絡まった草等を取り除くなど作業を中断する際や移動する際は必ずエンジンを切り、刃の回転が
　　 止まったことを確認してからにしましょう。

　３．草刈機の点検・整備
　・ 刈刃のひび割れや欠け等がある場合は、新しい刈刃に交換しましょう。
　・ 刈刃が確実に固定されていることや、飛散物保護カバーが装着されていることを確認しましょう。

農道や水路等の修繕

農村環境保全活動 （カワゲラウオッチング）

講師と蘇原小学校４年生児童 川の生物採集

地元住民による農道の点々補修（多面的機能の増進） 排水路の修繕（長寿命化事業）

水質測定






